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▲第25代ミス伊豆の踊り子

　

今
回
の
選
挙
に
立
候
補
で
き
る

人
は
、
選
挙
権
が
あ
り
、
選
挙
期

日
現
在
、
満
年
齢
が
25
歳
以
上
の

人
（
平
成
５
年
10
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
）

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

８
月
23
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

役
場
２
階　

第
２
会
議
室

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
人
で
、
指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
に
入
院
・
入
所
中
の
人
は
、

そ
の
病
院
や
施
設
内
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

問　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
９
５
７

■
投
票

　

９
月
30
日
（
日
）

　

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

　

町
内
の
指
定
投
票
所
11
カ
所

■
開
票

　

９
月
30
日
（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
か
ら

　

役
場
２
階　

議
場

※

参
観
人
に
つ
い
て
は
、
会
場
の

都
合
で
入
場
を
制
限
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

◎
日
本
国
民
で
、
河
津
町
に
引
き

続
き
３
カ
月
以
上
住
所
を
有
す
る

人
（
平
成
30
年
６
月
24
日
以
前
か

ら
河
津
町
内
に
住
所
が
あ
る
人
）

◎
選
挙
期
日
現
在
、
満
年
齢
が
18

歳
以
上
の
人
（
平
成
12
年
10
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

　

平
成
30
年
11
月
か
ら
平
成
32
年

10
月
ま
で
の
２
年
間
、
河
津
町
の

イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を

お
手
伝
い
し
て
も
ら
う
「
ミ
ス
伊

豆
の
踊
り
子
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格

①
18
歳
か
ら
25
歳
ま
で
の
日
本
国

籍
を
持
つ
独
身
女
性
。(

平
成
５
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
12
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人
）
高
校
生
不
可

②
静
岡
県
・
神
奈
川
県
・
東
京
都
・

埼
玉
県
・
千
葉
県
・
愛
知
県
に
在

住
の
人　

③
桃
割
れ
を
結
う
こ
と

が
で
き
る
人
（
前
髪
約
20
㎝
以
上
、

横
髪
・
後
髪
約
30
㎝
以
上
） 

④
町

の
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
宣
伝
事
業
な

ど
に
参
加
し
協
力
で
き
る
人
（
年

10
回
程
度
）
⑤
契
約
モ
デ
ル
や
活

動
中
の
ミ
ス
コ
ン
入
賞
者
、
イ
ベ

ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
な

ど
で
な
く
、
平
成
32
年
10
月
ま
で

他
の
事
務
所
と
契
約
せ
ず
伊
豆
の

踊
り
子
と
し
て
活
動
可
能
な
人

■
応
募
期
間

平
成
30
年
９
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
審
査

第
１
次
審
査　

書
類
審
査　

第
２
次
審
査　

面
接
審
査

◎
２
次
審
査
は
10
月
28
日
（
日
）

の
河
津
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
内
で
実
施

■
賞
金

「
ミ
ス
伊
豆
の
踊
り
子
」 (

１
人
）

賞
金
10
万
円
＋
宿
泊
券

「
伊
豆
の
踊
り
子
」
（
２
人
）

賞
金
５
万
円

■
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
写
真
と
身
分
証
の
コ
ピ
ー

を
合
わ
せ
て
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

に
て
役
場
産
業
振
興
課
内
「
ミ
ス

伊
豆
の
踊
り
子
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

係
」
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
役
場
ま
た
は
河
津
町
観

光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問　

産
業
振
興
課

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
９
４
６

　
任
期
満
了
に
伴
う
河
津
町
議
会
議
員
選
挙 (

定
数
11
人) 

が
９
月
30
日 (

日
）

に
行
わ
れ
ま
す
。
町
議
会
議
員
選
挙
は
町
の
将
来
を
担
う
大
切
な
選
挙
で
す
。

大
切
な
一
票
を
無
駄
に
せ
ず
、
積
極
的
に
投
票
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

投
票
・
開
票

投
票
で
き
る
人

（
選
挙
権
が
あ
る
人
）

立
候
補
で
き
る
人

（
被
選
挙
権
が
あ
る
人
）

不
在
者
投
票

立
候
補
予
定
の
人

　投票日当日に、仕事や旅行などで投票

できない人は、投票日前日までに期日前

投票をすることができます。投票所入場

券を持参して会場へお越しください。

■期間　９月26日 (水) ～９月29日 (土)

■時間　午前８時30分～午後８時

■会場　保健福祉センター　１階

　　　　ボランティア団体室

期日前投票は９月26日 (水) から
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実施

９月

10月

対象地区・受付時間

13時～

浜

下峰

笹原

沢田・逆川・上峰

見高浜

谷津

18日 (火)

19日 (水)

20日 (木)

21日 (金)

５日 (金)

６日 (土)

縄地

梨本・泉奥原・川横・大鍋

田中

小鍋・湯ヶ野・下佐ヶ野

長野・見高入谷

上佐ヶ野・天川・筏場・大堰

14時～

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
、
平

成
29
年
中
の
所
得
に
基
づ
き
算
出

し
ま
す
。
平
成
30
年
８
月
中
に
決

定
し
、
加
入
者
（
被
保
険
者
）
へ

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

納
め
て
い
た
だ
い
た
保
険
料
は

病
院
や
薬
局
へ
支
払
わ
れ
る
医
療

費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
安
定
し
た

医
療
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
財
源
で
す
。
納
め
忘
れ

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
納
付
方
法

【
特
別
徴
収
】(

原
則
、特
別
徴
収
）

　

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
。
対
象

は
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
以
上

の
人
。

【
普
通
徴
収
】

　

納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
。
対

象
は
、
年
金
額
が
年
額
18
万
円
未

満
の
人
や
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ

た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
人
。

※

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
人
も
、

申
請
す
れ
ば
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、

加
入
者
全
員
が
負
担
す
る
「
均
等

割
額
」
と
、
前
年
の
所
得
に
応
じ

て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」
の
合

計
額
で
個
人
ご
と
に
計
算
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
軽
減
措
置

　

均
等
割
額
は
世
帯
内
の
被
保
険

者
と
世
帯
主
の
所
得
水
準
に
、
所

得
割
額
は
個
人
の
所
得
水
準
に
よ
っ

て
軽
減
の
割
合
が
決
ま
り
ま
す
。

【
被
扶
養
者
】

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

す
る
前
日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険

な
ど
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、

均
等
割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
、
所

得
割
額
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
均
等
割
額
】

　

世
帯
内
の
被
保
険
者
と
世
帯
主

の
総
所
得
金
額
の
合
計
に
合
わ
せ

て
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
か
ら
、
低
所
得
者

に
対
す
る
均
等
割
保
険
料
軽
減
措

置
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
軽
減
判

定
所
得
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

を
対
象
に
健
診
を
行
い
ま
す
。　

　

年
に
一
度
の
健
診
は
、
ご
自
身

の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
機
会
で

す
。
元
気
で
長
生
き
す
る
た
め
に
、

健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

（
健
診
日
に
75
歳
以
上
の
人
）

　

※

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

　

加
入
者
で
、
今
年
度
未
受
診
の

　

人
も
受
診
で
き
ま
す
。

■
場
所

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

問
診
・
身
体
測
定
・
血
圧
測
定
・

　

尿
検
査
・
診
察
・
血
液
検
査
・

　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診
（
希

　

望
者
）

■
費
用

　

５
０
０
円

■
送
迎
バ
ス

　

９
月
19
日
、
21
日
、
10
月
５
日
、

６
日
の 

各
地
区 

に
該
当
す
る
人

は
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
詳
し
く

は
郵
送
さ
れ
る
通
知
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

年
に
一
度
の
「
健
診
」
を
受
け
ま
し
ょ
う

保
険
料
は
８
月
中
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ新

た
な
保
険
料
は

８
月
中
に
お
知
ら
せ

納
付
は
忘
れ
ず
に

保
険
料
の
軽
減
措
置

【
問
い
合
わ
せ
】

　
健
康
福
祉
課
　
保
険
年
金
係
　

　
　
　
　
☎
（
３
４
）
１
９
３
７

※対象の地区以外の日に受診することもできます。

世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額の合計 軽減の割合

９割

８割

５割

２割

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円
以下で、その他所得がないとき

上記以外のとき

33万円 ＋（ 27.5万円  ×  世帯の被保険者数 ）以下のとき

33万円以下

の場合

33万円 ＋（ 50万円 　  ×  世帯の被保険者数 ）以下のとき

均等割額の軽減
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▲東小学校段間展示室を見学する児童

▲懇談会の様子（ふれあいホール）

事
業
が
始
ま
る
と
法
律
で
は
な
い

の
で
、
規
制
が
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
監
視
を

強
化
し
ま
す
。

　
　
　
　

い
ろ
い
ろ
な
法
律
な
ど

　
　
　
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

人
が
住
み
、
生
活
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
優
先
し
て
ほ
し
い
で
す
。

が
け
崩
れ
な
ど
の
災
害
が
起
き
た

と
き
に
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

　
　
　
　

こ
れ
か
ら
は
こ
の
よ
う

　
　
　

な
話
し
合
い
を
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、

景
観
、
災
害
の
恐
れ
が
あ
る
よ
う

な
も
の
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討

す
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
に
つ
い
て
は
要
綱
や
条
例
を
整

備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
監
視
活
動
、
お
互
い

の
情
報
を
共
有
し
て
協
力
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。

　　
　
　

　
学
校
環
境
整
備
検
討
委

　
　
　
員
会
と
は
難
し
い
名
前
で

何
の
こ
と
だ
か
わ
か
ら
な
い
の
で

す
が
、
小
学
校
の
統
合
と
い
う
意

味
で
す
か
？

　
　
　
　

環
境
整
備
委
員
会
と
い

　
　
　

う
名
前
に
し
た
の
は
、
統

合
あ
り
き
と
い
う
前
提
で
話
を
進

め
た
く
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま

だ
結
論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
来
年

の
３
月
頃
ま
で
に
は
答
申
を
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

小
学
校
の
あ
り
方
検
討

　
　
　
は
、
小
学
校
だ
け
の
問
題

な
の
で
す
か
？
　
小
中
一
貫
校
の

検
討
を
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
出
生
数
は
24
人
と
聞
き
ま

　
　
　
　

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
、

　
　
　
条
例
は
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　
　

条
例
に
つ
い
て
は
、
検

　
　
　

討
し
て
い
る
状
況
で
す
。

現
在
は
指
導
要
綱
の
中
で
指
導
し

て
い
ま
す
。
町
と
し
て
は
指
導
要

綱
の
中
で
、「
地
元
の
人
の
承
諾
を

得
る
よ
う
に
」
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
。
保
護
者
の
意
見
を
ぜ
ひ
聞

い
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

静
浦
（
沼
津
市
）
の
学

　
　
　

校
は
小
中
一
貫
教
育
で
す
。

最
近
で
は
土
肥
に
も
一
貫
校
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
そ
の
よ

う
な
方
向
も
あ
る
の
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
小
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

河
津
町
学
校
教
育
環
境
整
備
委
員

会
で
具
体
的
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
24
人

で
す
。
29
年
度
か
ら
小
学
校
、
幼

稚
園
、
保
育
園
で
意
見
を
聞
き
、

要
望
カ
ー
ド
と
い
う
も
の
を
出
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
考
え
た
い

で
す
。

　
　
　
　

子
育
て
支
援
の
中
に
学
童

　
　
　
保
育
が
あ
り
ま
す
。
小
学

校
と
学
童
保
育
は
、
あ
る
程
度
一

緒
に
進
ん
で
い
か
な
い
と
、
別
々

の
場
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

子
育
て
支
援
と
学
校
の
あ

　
　
　

り
方
検
討
は
大
変
難
し
い

問
題
で
す
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

は
、
南
小
学
校
体
育
館
の
２
階
で

行
っ
て
い
ま
す
。
東
小
と
西
小
の

児
童
は
、
迎
え
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
統
合
に
つ
い
て
は
、
少
し

時
間
が
か
か
る
の
で
、
で
き
れ
ば

先
に
学
童
保
育
な
ど
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
を
想
定
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
場
所
の
選
定

に
つ
い
て
も
学
校
の
近
く
が
好
ま

し
い
の
で
、
今
後
の
会
議
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

元
複
合
施
設
予
定
地
の
中

　
　
　
学
校
跡
地
に
、
遺
跡
発
掘

後
の
穴
が
開
い
た
ま
ま
で
す
が
、

そ
の
ま
ま
な
の
で
す
か
？

　
　
　
　

予
定
に
つ
い
て
は
町
と
し

　
　
　

て
の
考
え
を
持
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
河
津
桜
ま
つ
り
で
１
カ
月

間
使
用
す
る
だ
け
の
駐
車
場
と
し

て
で
は
な
く
、
年
間
12
カ
月
使
用

で
き
る
よ
う
な
利
用
方
法
が
あ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
わ
た
し
の

声
」
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
る
の
で
、
参
考
に
し
な

が
ら
今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
に
つ
い
て

５ 2018.８　広報かわづ

▲同報無線

害
を
身
近
な
も
の
と
捉
え
、「
ど
の

よ
う
に
逃
げ
た
ら
い
い
か
」「
避
難

地
が
遠
い
場
合
は
最
低
で
も
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」
な
ど
、
常

に
周
り
の
状
況
を
見
極
め
て
対
処

し
て
い
く
の
が
災
害
に
あ
わ
な
い

一
番
の
予
防
な
の
で
、
訓
練
で
も

訴
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　

津
波
は
ど
れ
く
ら
い
の
確

　
　
　
率
で
く
る
の
か
、
起
き
た

時
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

　
　
　
　

津
波
に
つ
い
て
心
配
さ
れ

　
　
　

て
い
る
東
南
海
地
震
は
、

30
年
以
内
に
70
～
80
％
の
確
立
で

起
こ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
12
月
、
浜
・
谷
津
・

笹
原
の
３
地
区
で
、
津
波
対
策
地

区
協
議
会
を
設
立
し
、
会
議
の
中

で
津
波
対
策
の
方
向
性
を
決
め
て

い
ま
す
。

　

今
後
の
対
策
に
つ
い
て
は
、「
防

ぐ
対
策
」
と
「
逃
げ
る
対
策
」
の

両
方
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
経
過

に
つ
い
て
は
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

情
報
共
有
を
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ

　
　
　
ル
化
、
重
要
な
こ
と
が
聞

こ
え
な
か
っ
た
り
す
る
の
で
、
今

後
解
消
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
化
は
今
年
度
、

　
　
　

統
制
台
の
設
置
を
行
い
数

年
か
け
て
整
備
し
て
い
く
予
定
で

す
。
各
地
区
の
電
波
状
況
の
確
認

調
査
を
行
い
、
難
聴
対
策
を
し
て

い
き
ま
す
。
１
０
０
％
改
善
が
で

　
　
　
　

防
災
訓
練
は
突
発
型
と

　
　
　
予
知
型
と
が
あ
る
が
、
今
、

町
で
は
ど
ち
ら
を
行
っ
て
い
ま
す

か
？

　
　
　
　

突
発
型
を
想
定
し
て
訓
練

　
　
　

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

何
年
か
固
定
化
し
て
い
る
と
の
意

見
を
受
け
、
現
在
、
訓
練
方
法
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

「
こ
の
地
区
で
は
ど
う
い

　
　
　
う
災
害
が
起
こ
る
か
」
と

い
う
こ
と
を
先
に
説
明
し
、
頭
に

入
れ
て
訓
練
し
て
も
ら
う
こ
と
が

効
果
的
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　

身
近
な
も
の
と
し
て
防
災

　
　
　

マ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
災

き
る
か
は
町
の
地
形
の
問
題
も
あ

り
難
し
い
で
す
が
、
で
き
る
だ
け

整
備
を
す
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
完
成

　
　
　
後
の
構
想
や
考
え
が
あ
り

ま
す
か
？

　
　
　
　

今
年
度
は
Ｉ
Ｃ
（
イ
ン

　
　
　

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ) 

を
中
心
と

し
た
今
後
の
地
域
振
興
対
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
で
多
く
の

人
に
降
り
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
組

み
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

伊
豆
縦
貫
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
に

　
　
　
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
構
想
が
あ
り
ま
す
か
？

　
　
　

 

「
河
津
Ｉ
Ｃ (

仮
称) 

」

　
　
　

は
湯
ヶ
野
か
ら
梨
本
ま
で

の
今
後
の
活
性
化
対
策
、「
逆
川
Ｉ

Ｃ (

仮
称) 

」
は
下
田
市
と
連
携
を

し
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

田
中
か
ら
笹
原
ま
で
の

　
　
　
区
間
の
道
路
事
業
を
早
く

進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

こ
の
道
は
、
現
在
役
場

　
　
　

の
横
ま
で
で
き
て
い
ま
す

が
、
そ
こ
か
ら
観
光
交
流
館
ま
で

が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
も
と
も
と

田
中
地
区
で
は
、
区
画
整
理
の
中

で
道
路
を
入
れ
る
方
針
で
し
た
が
、

現
在
は
、
地
主
さ
ん
と
直
接
交
渉

し
て
道
路
を
造
っ
て
い
く
計
画
で

す
。
こ
こ
10
年
く
ら
い
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
す
。
道
路
用
地
の
問

題
が
あ
り
、
地
主
さ
ん
の
了
解
が

な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
も
う
少
し

時
間
を
く
だ
さ
い
。

　
５
月
10
日
か
ら
６
月
18
日
に
か
け
て
、
町
民
参
加
の
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
平
成
30
年
度
町
政
地
区
懇
談
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
３
５
５
人
が
参
加
し
た
懇
談
会
で
寄
せ
ら

れ
た
主
な
質
問
や
ご
意
見
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
詳
細

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

防
災
に
つ
い
て

道
路
に
つ
い
て
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▲河津バガテル公園フランス広場

で
す
。
そ
れ
を
１
０
０
０
万
円
で

も
２
０
０
０
万
円
で
も
縮
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
全
体
を
見
直
す
た
め
に
は

外
部
委
託
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
当
面
の
活
性
化
対
策
は
、

シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
や
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
誘
客
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
の

　
　
　
誘
客
に
つ
い
て
ど
う
考
え

て
い
る
の
で
す
か
？

　
　
　
　

以
前
、
バ
ガ
テ
ル
公
園

　
　
　

を
ど
う
し
よ
う
か
と
い
う

検
討
委
員
会
を
開
い
た
時
に
、
必

要
な
施
設
だ
と
い
う
結
論
が
出
て

い
ま
す
。
再
生
計
画
の
中
で
、
民

間
委
託
も
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

２
年
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。
直
営

で
は
な
く
、
委
託
で
き
る
の
が
い

ち
ば
ん
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

バ
ラ
園
の
河
津
バ
ガ
テ

　
　
　
ル
公
園
な
の
で
、
売
店
を

何
と
か
し
よ
う
と
い
う
前
に
、
花

を
ま
ず
見
せ
る
と
い
う
こ
と
を
も

う
一
度
考
え
た
ら
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

当
然
バ
ラ
に
力
を
入
れ

　
　
　

る
こ
と
が
中
心
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
帰
り
に

お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る
状
況
に
な

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
バ
ラ
の

見
せ
方
は
、
今
後
ど
う
見
せ
て
い

く
の
か
工
夫
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

就
職
先
が
な
け
れ
ば
子

　
　
　
ど
も
た
ち
は
戻
っ
て
こ
な

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

河
津
で
子
育
て
を
し
た

　
　
　

い
と
い
う
移
住
希
望
者
が

多
い
の
で
、
仕
事
を
持
っ
て
こ
こ

に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
子
育
て
環

境
と
仕
事
の
問
題
が
大
き
い
と
思

い
ま
す
。
誘
致
で
企
業
が
来
る
と

い
う
状
況
で
は
な
い
の
で
す
が
、

大
き
い
企
業
が
来
な
く
て
も
、
働

き
世
代
を
増
や
す
こ
と
が
問
題
解

決
へ
の
道
で
す
。

　

今
後
伊
豆
縦
貫
道
が
で
き
、
通

勤
や
観
光
、
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス

な
ど
が
変
わ
っ
て
く
る
ま
で
、
こ

ら
え
る
準
備
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
　
　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
教

　
　
　
え
て
欲
し
い
で
す
。
田
舎

　
　
　
　

一
定
の
収
入
を
得
ら
れ

　
　
　
る
観
光
資
源
を
作
っ
た
り
、

移
住
定
住
者
を
増
や
し
た
り
す
る

計
画
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

最
近
で
は
、
若
い
世
代

　
　
　

が
多
く
移
住
定
住
す
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
伊
豆
縦
貫
道
が

で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
勤
圏

に
も
な
っ
て
き
ま
す
。

　

観
光
に
つ
い
て
は
、
桜
ま
つ
り

の
時
期
に
お
客
さ
ん
が
多
い
状
況

で
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
増
え
た

影
響
も
あ
り
、
桜
ま
つ
り
を
押
し

上
げ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

町
全
体
で
お
出
迎
え
や
お
も
て
な

し
と
い
っ
た
、
町
民
と
接
す
る
観

光
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　　
　
　
　

河
津
バ
ガ
テ
ル
公
園
の

　
　
　
再
生
と
は
ど
う
い
う
イ

メ
ー
ジ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
最
初

の
こ
ろ
は
入
場
者
数
が
20
万
人
い

た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
た

20
万
人
に
戻
す
の
で
す
か
？
　
個

人
的
に
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

バ
ガ
テ
ル
公
園
の
再
生

　
　
　

に
つ
い
て
は
、
現
状
の
改

善
強
化
と
根
本
的
な
も
の
の
対
応

の
２
段
階
で
進
め
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
問
題
は
町
の
持
ち
出

し
が
５
０
０
０
万
円
と
多
い
こ
と

住
ま
い
を
し
た
い
と
い
う
人
が
結

構
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
人
た
ち

に
情
報
発
信
を
し
な
い
と
人
口
減

少
が
改
善
で
き
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
わ
り
の
町
と
も

連
携
し
て
賀
茂
地
区
全
体
で
発
信

し
て
い
く
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

空
き
家
対
策
と
し
て
は
、

　
　
　

空
き
家
バ
ン
ク
で
登
録
を

申
し
込
ん
で
も
ら
い
、
外
へ
発
信

す
る
形
で
行
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

上
峰
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伊
豆
の
田

舎
暮
ら
し
夢
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が

窓
口
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
は
空

き
家
バ
ン
ク
に
16
件
（
平
成
30
年

５
月
１
日
現
在
）
の
空
き
家
の
登

録
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
は
、
若
い
人
で
田
舎
で
子

育
て
を
し
た
い
と
い
う
人
も
い
る

の
で
、
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
を
取

り
込
め
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い

ま
す
。

問　

企
画
調
整
課

　
　
　
　

☎
（
３
４
）
１
９
２
４

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

空き家バンクって？

　町内にある空き家情報

を公開し、必要に応じて

町が仲介の支援を行い、

移住希望者の住宅確保を

応援するシステムです。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
は
、

今
後
の
町
政
の
参
考
に
し
て
い
き
ま
す
。

多
数
の
ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

空
き
家
利
用
希
望
者

空
き
家
提
供
者

河
津
町
空
き
家
バ
ン
ク

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
業
務
委
託
）

登録申込

登録完了

現地調査
受付・申込

情報提供
現地案内・契約

契　約
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▲高齢者いきいきセンター（通所型一般介護予防事業）

れ
ば
、
皆
さ
ん
の
健
康
状
態
も
わ

か
り
、
介
護
保
険
料
に
も
影
響
し

て
く
る
の
で
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
　
　

　
介
護
事
業
の
中
で
５
０
０

　
　
　
円
持
っ
て
い
け
ば
体
操
教

室
に
参
加
で
き
、
５
０
０
円
は
安

い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
介
護
保
険
の
経
費
を
使

用
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

わ
か
っ
て
い
な
い
人
が
い
る
の
で
、

理
解
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
説

明
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　

介
護
事
業
の
体
操
教
室
で

　
　
　

の
費
用
は
、
全
体
の
費
用

の
半
分
は
国
や
県
、
町
も
負
担
し

て
い
て
、
残
り
の
半
分
は
利
用
者

の
費
用
や
介
護
保
険
料
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

体
操
教
室
の
対
象
者
は
、
65
歳

以
上
の
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
な
い
人
で
、
町
内
に
居
住

し
て
い
る
人
で
す
。
ま
た
、
自
主

活
動
と
し
て
、
町
が
行
っ
て
い
る

事
業
と
は
別
に
高
齢
者
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー
を
貸
し
出
し
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
町
の
事
業
と
し
て

行
っ
て
い
る
も
の
は
、
65
歳
以
上

が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

河
津
桜
ま
つ
り
で
は
、

　
　
　
道
路
や
駐
車
場
事
情
の
改

善
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
積
極

的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

桜
ま
つ
り
会
場
の
天
城
側

　
　
　

に
も
駐
車
場
を
求
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
お
客
さ
ん
の
利
便

性
が
少
し
は
よ
く
な
る
の
で
、
今

後
は
新
た
な
駐
車
場
を
求
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

踊
り
子
温
泉
会
館
の
料
金

　
　
　
は
、
一
般
的
に
は
高
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
営
業
時

間
を
夜
10
時
ご
ろ
ま
で
に
延
ば
し

て
も
ら
え
れ
ば
、
利
用
し
や
す
く

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

温
泉
会
館
は
開
館
か
ら
25

　
　
　

年
が
経
ち
、
老
朽
化
し
て

い
ま
す
。
今
は
安
く
て
き
れ
い
な

施
設
も
増
え
た
の
で
確
か
に
高
い

な
と
思
い
ま
す
。
今
後
改
修
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来

　
　
　
　

介
護
保
険
料
が
４
９
０
０

　
　
　
円
か
ら
６
５
０
０
円
に
な

り
、
１
６
０
０
円
上
が
り
ま
す
。

年
間
で
１
万
９
２
０
０
円
で
す
。

３
年
間
は
こ
の
保
険
料
で
や
っ
て

い
く
わ
け
で
す
が
、
今
後
必
ず
１

万
円
台
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
町

と
し
て
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
で

す
か
？

　
　
　
　

介
護
保
険
料
に
関
し
て

　
　
　

は
、
今
ま
で
貯
め
た
お
金

が
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
上
げ
な
く

て
済
ん
だ
の
で
す
が
、
需
要
の
バ

ラ
ン
ス
が
保
て
な
く
な
り
、
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
介
護
保

険
の
問
題
は
、
介
護
予
防
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢

者
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、

支
え
る
人
が
少
な
く
、
バ
ラ
ン
ス

が
悪
い
と
い
う
こ
と
が
町
の
大
き

な
問
題
で
す
。
高
齢
者
が
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
介
護
保
険
の
需

要
は
伸
び
ま
す
が
、
介
護
予
防
を

行
っ
て
い
か
な
い
と
、
こ
の
問
題

が
ど
ん
ど
ん
と
伸
び
て
い
っ
て
し

ま
う
た
め
、
重
点
的
に
や
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
特
定
健
診
を
受

診
で
き
ま
す
。
受
診
率
は
36
％
程

度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
受
診
を
す

る
の
で
、
料
金
や
時
間
を
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
者
が
増
え

る
見
込
み
が
あ
る
か
を
見
極
め
な

い
と
い
け
な
い
の
が
町
営
の
施
設

だ
と
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
施
設

の
改
修
も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば

と
い
う
状
況
で
す
。

　
　
　
　

観
光
交
流
館
の
直
売
所
の

　
　
　
出
品
は
農
業
を
し
て
い
る

お
年
寄
り
の
生
き
が
い
に
な
り
ま

す
。
交
流
館
は
他
に
比
べ
る
と
売

り
場
も
狭
く
食
堂
も
閉
ま
り
、
魅

力
度
が
低
い
で
す
。
町
と
し
て
利

用
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
？

　
　
　
　

交
流
館
の
売
り
上
げ
は
７

　
　
　

０
０
０
万
円
程
度
で
、
桜

ま
つ
り
期
間
の
売
上
額
が
大
き
い

で
す
。
観
光
協
会
に
指
定
管
理
と

し
て
お
願
い
を
し
て
い
る
の
で
、

相
談
を
し
な
が
ら
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

交
流
館
は
直
売
所
だ
け
で
な
く

総
合
的
な
面
を
持
っ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
桜
ま
つ
り
の
本
部
と
し

て
の
役
割
も
あ
る
の
で
、
直
売
所

と
い
う
面
で
は
ま
だ
ま
だ
狭
い
の

か
も
し
れ
な
い
で
す
。
食
堂
に
つ

い
て
今
は
一
時
休
止
中
で
す
が
、

近
々
方
向
性
が
出
ま
す
。
町
と
し

て
は
ぜ
ひ
続
け
て
ほ
し
い
と
話
を

し
て
い
ま
す
。
観
光
客
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
人
の
利
用
も
多
く
、

社
会
的
意
味
も
あ
り
ま
す
。

介
護
事
業
に
つ
い
て

観
光
・
産
業
に
つ
い
て

介護の体操教室って？

　介護予防・日常生活支援総合事業

のひとつで、通所型一般介護予防事

業と言います。生きがいづくりを目

指し、65歳以上の人を対象に高齢者

いきいきセンターで行っています。

通所型一般介護予防事業

【日時】平日10時～15時　　高齢者いきいきセンター　※送迎あり

【対象】65歳以上のすべての人

【内容】午前：レクリエーション、高齢者同士の交流　午後：体力づくり

【利用料】500円

【体力作りメニュー】

太極拳
コース

介護予防
コース

マシン
コース

介護予防
コース

スクエア
ステップ
コース

月 火 水 木 金
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　県賀茂農林事務所は６月５日、大鍋のワサビ田で西小

学校の３・４年生20人を対象に、ワサビの定植体験を行

いました。児童たちは農家の人たちの指導のもと、一

列に並んで結び目のついたロープを目印に、用意され

た500本のワサビの苗を植えました。

　ワサビ田に入ると「冷た～い！」と言いながら、砂

にクワで穴を掘り１本１本丁寧に植えていました。　

街頭広報を行う委員

　夏の交通安全県民運動が７月11日から20日にかけて

行われ、西小学校周辺で11日朝、街頭指導・広報活動

が行われました。子どもの交通事故防止を目標に、交

通安全標語が書かれたのぼり旗を持った町交通安全対

策委員18人と町議会議員が通勤途中のドライバーや歩

行者に、広報チラシや啓発グッズを配りながら、交通

安全に対する注意を呼びかけました。

交通事故防止のために
夏の交通安全県民運動

伝統の栽培を学ぶ
西小学校　ワサビ定植体験

ワサビを植える児童

　稲毛希さん（谷津）と木村功大さん（笹原）は、こ

の春、陸上自衛隊に自衛官候補生として入隊しました。

入隊した２人は自衛官の基礎を学ぶ前期教育と専門的

分野を学ぶ後期教育を経て、部隊に配属されます。２人の

配属予定先は、稲毛さんが第34普通科連隊 (板妻) 、木

村さんが輸送学校 (朝霞) です。

　なお、河津町では自衛隊伊東地域事務所と連携し、

自衛官の募集を随時受け付けています。

陸上自衛隊に入隊
河津町出身　陸上自衛隊自衛官候補生

陸上自衛隊に入隊した稲毛さん（左）と木村さん（右）

いなも のぞみ きむら こうだい

　河津町交番地域安全推進員連絡会は６月13日、長年

の地域安全活動が認められ、静岡県防犯協会連合会・

静岡県警察本部長から表彰されました。推進員たちは、

青色防犯パトロール車による夜間の防犯活動や、振り

込め詐欺被害の防止活動など、地域のためにさまざま

な活動を行っています。

　受賞報告に来た推進員たちに岸重宏町長は、「今後

の活動にも期待しています。」と激励しました。

地域の安全を守る
青色防犯パトロール

受賞報告を受ける岸町長
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写真上・参加者と回収

されたごみ

写真左・ごみを拾い集

める児童たち

まちの
出来事

ZOOM IN KAWAZU

　町観光協会 (山田和子会長) は７月14日、河津浜・今

井浜両海水浴場で安全祈願祭を開きました。今井浜で

は岸重宏町長をはじめ、観光協会、消防関係者ら約30

人が出席し、海水浴場の安全と盛況を祈願しました。

　山田会長は「安心・安全でみんなの思い出に残る海

水浴場にしたい」と述べました。当日は晴天に恵まれ、

家族連れなどの海水浴客で朝からにぎわっていました。

しっぽとりでしっぽをつけてもらう園児

今井浜海水浴場で行われた安全祈願祭

　河津町出身の下田高校１年生が７月６日、さくら幼稚

園を訪問し、保育体験実習を行いました。歓迎会が終

わると、各教室に分かれて工作などの室内遊びや、遊

戯室で「しっぽとり」などをして園児たちとの交流を

深めました。

　園児たちは積極的に高校生のお兄さんやお姉さんと

触れあい、普段はできない交流を楽しんでいました。

お兄さんお姉さん遊ぼ
下田高校　保育体験実習

河津浜・今井浜で海開き
河津浜・今井浜海水浴場安全祈願祭

　地域美化活動が７月２日、今井浜海岸で行

われ、東小学校の児童や保護者、地域の人

など85人が参加しました。

　東小学校では、子どもたちの地域の自然

を大切にする気持ちを高めるため、毎年夏

に今井浜海岸の清掃活動を行っています。

児童らは、大人たちと協力しながら流木な

どのごみを拾い集めました。気温が高く暑

い中、一生懸命ごみ拾いをしていました。

約１時間の活動で、軽トラック３台分のごみ

が回収されました。

みんなで海岸をきれいに
東小学校　地域美化活動

８2018.８　広報かわづ



～ 森の写真絵本読み語りと音楽のコラボライブ　-７/１- ～

～ たなばたお楽しみ会　-７/７- ～

写真絵本作家　小寺卓也さん　×　馬頭琴・のど歌奏者　嵯峨治彦さん

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

書　名（一般書) 著 者 名 出 版 社

戎光祥出版

東洋経済新報社

ナツメ社

ポプラ社

KADOKAWA

熱海の奇跡

これからはじめる山歩き

芸は人なり、
人生は笑いあり

青嵐の坂

書　名（児童書) 著 者 名 出 版 社

なぜ？の図鑑 
科学マジック

学研プラス

徳間書店

PHP研究所

アリス館

ひかりのくに

スタジオジブリの
乗りものがいっぱい

藤嶋　昭/監修

スタジオジブリ/監修
徳間書店児童書編集部/編

ヨシタケ シンスケ作・絵

こぶたのブルトン

おしっこちょっぴり
もれたろう

ぱくっ！

中川　ひろたか/作
市居　みか/絵

雨にも負ケズ風にも負ケズ活字離れにも負ケズ

アスファルトに咲く花のような丈夫なメンタルを持ち

東に心乾いた人あれば癒しの本を備え

西に泣き叫ぶ子のあれば知らないうちにニコリとなる絵本を届け読み聞かせ

南北に学びを欲する者あればあらゆる資料を懸命に探し続ける

そういうモノに私はなりたい

　森の映像上映や絵本の読み語り、馬頭琴

と「のど歌」の生演奏を組み合わせたコラ

ボレーションライブが行われました。大型

スクリーンに映し出される映像を見ながら、

森や自然の話や冬の森で見られる美しい写

真に、子どもたちは歓声を上げていました。

　お楽しみ会では、歌を歌ったり、たな

ばたの絵本を聞いたり、会場は子どもた

ちの元気な声でいっぱいになりました。

小さな笹に思い思いの飾りをつけ、たな

ばた飾りをつくりました。短冊をつけな

がら「願いごとが叶うといいね」という

声があちこちから聞こえてきました。

　河津中学校２年生２人が職業体験で図書

館を訪れました。本の貸出返却業務、書

棚への配架作業、書庫の新聞整理、おは

なし会での読み聞かせなど、さまざまな

業務を行いました。暑い書庫での作業も、

一生懸命取り組んでくれました。

今月のおはなし会

28 29 30 31

24 2521 22

26 27

2319 20

17 1814 15 1612 13

11７ ８ ９ 10

１ ２ ３ ４

５ ６

水日 月 火 木 金 土

は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館カレンダー　８月

図書館だより
http://www.town.kawazu.shizuoka.jp/library/

No.184
Ｈ30.8

【開館時間】
　9：00～18：00 土・日は17時まで
【休館日】月曜・祝日・月末日
【問い合わせ】
　町立文化の家図書館 34－1115

黒田　基樹/著

桂　歌丸/著

葉室　麟/著 柏原　晃夫/作・絵

市来　広一郎/著

好日山荘おとな

女子登山部/監修

戦国北条家一族事典

乳幼児向けの読み聞かせ

はらぺこあおむしの会
0・1・2歳児向け　10時10分～10時30分

 2・3歳児向け　10時40分～11時　 

８月２・９・23・30日 (木曜日)

　幼児向け　８月はお休み     

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート
と　き：８月23日 (木) 13時～

ところ：保健福祉センターふれあいホール

対象者：平成30年４月生まれの赤ちゃん

かわづっこ子育てねっと主催イベント

絵本作家 広瀬克也さんワークショップ

と　き：８月22日 (水) 10時30分～
ところ：文化の家 生涯学習室

 かわづっこ子育てねっと主催イベント

河津中学校生徒の職場体験　-７/３・４-

★夏の図書館日記★

夏休み中、館内に小学生・中学生の「私の大好きな本を紹介します。」を掲示しています。ぜひご覧ください！

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
　変更がある場合は、図書館に掲示します。

小学生向けの読み聞かせ

時間 (とき) のはこぶね
８月はお休み

お休みのみんなは、「はらぺこ
あおむしの会」２・３歳児向け
にきてね！
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　伊豆半島ジオパークにおける

ひとつの見どころをジオポイン

トと呼んでいます。また、ジオ

ポイントをいくつかまとめたエ

リアをジオサイトと呼びます。

　今回は、河津町のジオポイン

トの三段滝を紹介します。三段

滝は、佐ヶ野川上流火山の溶岩

流によって作られた滝です。滝

壺が天然のプールのようになっ

ていて、一枚岩を三段に流れる

ウォータースライダーのように

なっています。滝の左側の岩肌

が滑らかになっているため滝沿

いを歩くことができます。

　伊豆元気わくわくの森公園第

１駐車場から約２キロ直進する

と、右側に三段滝入り口の看板

があり、４台ほど駐車できる駐

車スペースがあります。

　三段滝でコバルトブルーに輝

く滝の迫力を味わってみてくだ

さい。伊豆半島ジオパーク

の情報は、公式ウェ

ブサイトのほか、

Facebookやtwitter、

インスタグラムでも

発信されています。 ジオパーク公式ＨＰ

▲三段滝（上佐ヶ野）まちのジオ

夢は
電車の運転士

野島　翔太さん
のじま　　　しょうた

見高浜

東小学校６年

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
電
車
の

運
転
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
東
京
の

地
下
鉄
で
電
車
の
運
転
士
を
し
て

い
ま
す
。
会
社
の
見
学
会
が
あ
る

の
で
、
毎
年
楽
し
み
で
す
。
電
車

の
車
庫
が
見
学
会
場
で
、
た
く
さ

ん
の
電
車
が
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

見
る
だ
け
で
な
く
、
乗
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
ぼ
く
は
実
際
に
運
転

し
て
み
ま
し
た
。

　
運
転
席
に
す
わ
る
と
機
械
が
た

く
さ
ん
あ
っ
て
、
難
し
そ
う
だ
と

思
い
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
キ
を
は
ず

し
レ
バ
ー
を
動
か
す
と
、
車
両
が

ゆ
っ
く
り
と
動
き
出
し
ま
し
た
。

成
功
し
た
の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

ド
ア
の
開
け
閉
め
や
車
内
放
送
も

体
験
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
お
父
さ
ん
は
、
朝
早
く
か
ら
会

社
に
行
き
、
夜
遅
く
ま
で
残
業
を

し
て
い
て
、
大
変
で
す
。
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
す
ぎ
な
い
こ
と
や
急
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
な
い
こ
と
な
ど
、

お
客
さ
ん
の
安
全
に
気
を
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
時
刻
表
ど
お

り
に
走
る
と
か
、停
車
位
置
に
ぴ
っ

た
り
と
ま
る
と
か
、
気
を
つ
け
る

こ
と
が
多
く
て
大
変
だ
け
ど
、
ぼ

く
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ぼ
く
は
将
来
、
安
全
に
電
車
を

運
転
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

今
は
、
学
校
の
勉
強
を
し
っ
か
り

や
り
、
電
車
の
仕
組
み
な
ど
を
調

べ
て
み
る
な
ど
、
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

43
電車の模型を操作する翔太さん

ジオポイントのひとつの三段滝を紹介します！

問　産業振興課　  ☎３４－１９４６

　　伊豆半島ジオパーク推進協議会

　　　　 ☎０５５８－７２－０５２０ ▲滝沿いを歩くことができます
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町政Pick Up

6月→→→ 7月

□行政

□財政

□防災

□消防

□企画

□福祉

□子育て

□介護

□保険

□健康

□議会

□窓口

□税務

□建設

□水道

□産業

□教育

開　催　日　６月25日 (月)

参　加　者　１人

テ　ー　マ　「子育てについて」

次回開催日　８月20日 (月) 

　　　　　　13時30分～15時30分

予約受付期間　８月13日 (月) ～17日 (金）

対   　　象　河津町民。１人20分程度。

　　　　　　団体での予約はできません。

　　　　　　職員が立ち会います。

　　　問　予約電話  企画調整課  ☎34ー1924

▲東京で行われた河津町出身者の河津会の集い

▲県立稲取高等学校

彰
式
に
向
け
て
、
今
後
話
し
合
い

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
▼
委
嘱
書
の
交
付
▼

委
員
会
申
し
合
わ
せ
事
項
▼
平
成

30
年
度
候
補
者
に
つ
い
て
▼
平
成

30
年
度
表
彰
式
に
つ
い
て
▼
今
後

の
日
程
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

次
回
の
委
員
会
は
８
月
に
予
定

し
て
お
り
、
表
彰
者
の
確
定
を
行

い
ま
す
。

 

「
第
16
回
河
津
会
の
集
い
」
が
６

月
15
日
、
東
京
都
港
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
集
い
で
は
、
▼
平
成
29

年
度
活
動
報
告
▼
活
動
計
画
▼
会

計
報
告
▼
落
語
家
の
山
遊
亭
く
ま

八
さ
ん
に
よ
る
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

河
津
会
は
こ
の
集
い
で
名
称
を

「
東
京
河
津
桜
会
」
に
変
更
し
、

河
津
出
身
の
会
員
た
ち
は
年
に
一

度
の
集
ま
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

 

「
第
一
回
表
彰
審
査
委
員
会
」(

土

屋
和
衛
委
員
長
）
が
６
月
28
日
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
毎
年
、
町
の
自
治
・
経

済
・
文
化
・
社
会
そ
の
他
各
般
に

わ
た
っ
て
町
の
発
展
に
寄
与
し
、

ま
た
は
住
民
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
が
あ
っ
た
人
を
表
彰
し
て

い
ま
す
。
町
民
が
町
の
発
展
に
対

す
る
意
欲
の
高
揚
を
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
委
員
会
は
10
月
の
表

第
一
回
表
彰
審
査
委
員
会

６
月
28
日
＠
役
場
第
１
会
議
室

河
津
会
の
集
い

６
月
15
日
＠
東
京
都
港
区

よ
り
魅
力
の
あ
る
県
立
稲
取
高
校
へ

７
月
５
日
＠
東
伊
豆
町
役
場

都
市
計
画
審
議
会

６
月
26
日
＠
役
場
第
１
会
議
室

た
教
育
の
実
現
と
応
援
体
制
の
充

実
を
目
的
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
東
伊
豆
・
河
津
両

町
の
委
員
が
▼
協
議
会
設
置
目
的

お
よ
び
第
１
回
協
議
会
の
概
要
▼

ふ
じ
の
く
に
魅
力
あ
る
学
校
づ
く

り
推
進
計
画
の
概
要
▼
県
立
稲
取

高
等
学
校
の
現
状
▼
魅
力
化
推
進

の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

 

「
河
津
町
都
市
計
画
審
議
会
」
が

６
月
26
日
に
開
か
れ
▼
委
嘱
書
の

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
、
稲
葉
四
郎
さ
ん
、
稲

葉
良
明
さ
ん
、
志
賀
剛
さ
ん
、
鈴

木
良
弘
さ
ん
、
土
屋
順
一
さ
ん
、

正
木
清
司
さ
ん
、
山
田
勇
議
員
、

小
林
和
子
議
員
ら
８
人
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
任
期
は
平
成
32
年

５
月
31
日
ま
で
で
す
。

 

「
県
立
稲
取
高
等
学
校
魅
力
化
推

進
協
議
会
」(

渡
邊
健
司
会
長) 

が

７
月
５
日
、
東
伊
豆
町
役
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
は
昨
年
11
月
、
人
口
減

少
や
少
子
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
変
化
へ
の
対
応
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
県
立
稲
取
高
等
学
校
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
魅
力
あ
る
学
校
と

な
る
よ
う
、
地
域
が
一
体
と
な
っ

ふれあい町長室
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▲認知症あんしんマップ

保健のお知らせ
こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

■健康相談および母子健康手帳交付

日　時　８月20日 (月) 、９月３日 (月) 

　　　　13時30分～15時30分

場　所　保健福祉センター

持ち物　・妊娠届出書(病院で配布され

　　　　　た場合はご持参ください。)

　　　　・個人番号カードまたは通知

　　　　　カード

　　　　・身元の確認ができるもの

　　　　　(写真付きでない場合は２種

　　　　　類ご持参ください）

　　　　・印鑑

■育児相談

　子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日　時　９月４日 (火)

　　　　10時～11時30分

場　所　保健福祉センター

　　　　ふれあいホール

対象者　子育て中の保護者

内　容　身体測定、離乳食や子どもの

　　　　食事に関する相談、育児相談

持ち物　母子健康手帳

■健診事後教室（要予約）

　１歳６カ月から就学前までの子ども

と保護者を対象にした教室です。いろ

いろな遊びを行い、こころと身体の発

達を促していきます。参加を希望する

人は健康福祉課へ連絡してください。

日　時　８月28日 (火）

　　　　①未就園児

　　　　　10時30分～11時45分

　　　　②幼稚園年少以上の年齢児

　　　　　14時30分～16時

場　所　保健福祉センター

●今月のテーマ

地域で認知症を
支えよう

健康福祉課　☎34－1937

　町では、中学３年生までの子ども

が病気やけがなどで医療機関を受診

したときの医療費を助成しています

が、平成30年10月診療分から、対象

者を高校生世代まで拡大します。

問　健康福祉課　　34－1937

■子ども医療費助成対象者　

　拡大前：中学３年生まで

　拡大後：高校生世代まで（０歳から18歳到達後の最初の３月31日まで）

　（今回の拡大対象者：平成12年４月２日～平成15年４月１日生まれの人）

　ただし、次の場合は助成対象外となります。

　・対象者が婚姻している。

　・対象者が医療保険の被保険者となり自ら医療費を負担している。

■手続方法

　　新たに対象となる人の保護者あてに、申請書類を９月に発送しますので、健康

　福祉課窓口で手続きをしてください。

■申請書受付期間　平成30年９月21日（金）まで

※平成30年１月１日に保護者の住所が河津町になかった人は、所得課税証明書や源

　泉徴収票など平成29年中の所得・扶養親族・課税状況のわかるものを添付して

　ください。0120－560－655（年中無休）

子ども医療費助成事業
高校生まで拡大

河津町24時間電話健康相談ダイヤル

育児・医療・健康・介護について
専門スタッフが相談に応じます

　

認
知
症
を
理
解
し
て
も
ら
う

講
座
に
つ
い
て
以
前
紹
介
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
認
知
症
を
地

域
で
支
え
る
た
め
の
、
新
た
な

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

認
知
症
あ
ん
し
ん
マ
ッ
プ

 

「
認
知
症
あ
ん
し
ん
マ
ッ
プ
」

を
平
成
30
年
３
月
、
全
世
帯
に

配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
認
知
症
の

人
の
生
活
機
能
障
害
の
進
行
に

合
わ
せ
て
、「
い
つ
」「
ど
こ
で
」

「
ど
の
よ
う
な
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
れ
ば
よ
い
の
か
」
、河

津
町
に
住
ん
で
い
る
人
が
利
用

で
き
る
具
体
的
な
機
関
名
や
ケ

ア
内
容
な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
に
提

示
で
き
る
よ
う
に
１
冊
の
冊
子

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

ご
覧
に
な
っ
た
人
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
今
す
ぐ
に
は
必

要
で
な
い
と
い
う
人
も
、
地
域

で
支
え
る
た
め
に
、
こ
の
マ
ッ

プ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
40
歳

以
上
で
、
「
認
知
症
疾
患
の
臨

床
診
断
を
受
け
て
い
な
い
人
」

「
適
切
な
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
結
び
つ
い
て
い
な
い
人
」
を

対
象
に
、
チ
ー
ム
の
専
門
職
が

自
宅
に
訪
問
し
ア
セ
ス
メ
ン
ト

や
家
族
支
援
な
ど
の
初
期
支
援

を
集
中
的 (

お
お
む
ね
６
カ
月
）

に
行
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
結
び
つ
け
て
、
自
立
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

利
用
希
望
が
あ
る
人
は
、
包

括
支
援
係
（
３
４
）
１
９
３
８

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
福
祉
課
　
遠
藤
　
絹
代
　
保
健
師
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平成29年６月 平成30年６月

308トン 295トン

下田地区消防組合職員募集 総合消費料金未納はがきは詐欺

税務職員募集 (国税調査官級)

海で遊ぶ時は気をつけて

国民健康保険税４期　町県民税２期

８月31日 (金) が納期です。

問　町民生活課　34ー1928

◆ 今月の納税 ◆
介護保険料３期　後期高齢者医療保険料1期

８月31日 (金) が納期です。

問　健康福祉課　34ー1937

ごみの減量にご協力を

住宅・土地統計調査にご協力を

危険物取扱者試験

　民事訴訟管理センターを名乗った

『総合消費料金未納分訴訟最終通知書』

というはがきが下田警察署管内に多数

送られています。

　次のようなはがきは詐欺ですので連

絡をしないよう気をつけてください。

　　　  　詐欺はがきの内容　　　　

・貴方の未納されました総合消費料金

について、契約会社および運営会社か

ら訴状申し入れされたことを本状にて

報告いたします。

・裁判取り下げ最終期日までに連絡が

ない場合、管轄裁判所から呼び出状が

発行され、記載期日に裁判所へ出廷と

なります。

・あなたの給料、財産の差し押さえな

どの恐れがございますので十分ご注意

ください。

・民事訴訟および裁判取り下げなどの

ご相談を承っております。

・個人情報保護のため、ご本人様から

ご連絡いただきますようお願い申し上

げます。

 『未納料金・裁判・給料、財産の差し

押さえ』ときたら詐欺です！不安に思っ

たらすぐに警察に相談してください。

問　下田警察署　　　　　☎27－0110

　国税庁は国の財政基盤を支える重要

な仕事をしています。

資　格　平成30年４月１日において、大

　　　　学等 (短期大学を除く) を卒業し

　　　　た日または大学院の課程等を

　　　　修了した日のうち最も古い日

　　　　から起算して８年を経過した人

申　込　インターネットにより申し込

　　　　んでください。

期　間　８月３日 (金) ９時～８月21日 (火)

試験日　第１次　９月30日(日)

　　　　第２次　11月３日(土)、４日(日)、

　　　　　　　　10日(土)または11日(日)

　　　　　　　　 で指定する１日

　　　　第３次　12月上旬

問　名古屋国税局　☎052－951－3511

　下田地区消防組合では、次のとおり

職員を募集します。

募集職種　消防職

採用予定　平成31年４月１日

　　　　　４人程度

受験資格　平成４年４月２日以降に生

　　　　　まれた人で学校教育法によ

　　　　　る高等学校卒業以上の学歴

　　　　　を有する人

提出書類　受験申込書、卒業証明書など

受付期間　８月13日 (月) ～９月21日 (金)

試　　験　第一次　10月14日 (日)

　　　　　第二次　11月４日 (日)

試験場所　下田消防庁舎　３階会議室

問・提出先　下田消防本部

　　　　　　　　　　　  ☎22－1829

　マリンレジャーが活発になる７月か

ら８月の時期は、一年を通して最も事

故が多い時期です。特に遊泳中の事故

が急増しますので、海で安全に楽しく

遊ぶために以下のことに注意してくだ

さい。

・監視、救助体制が整っている海水浴

　場で泳ぎましょう。

・飲酒のうえでの遊泳は危険ですので

　やめましょう。

・海辺に来たときは子どもから目を離

　さないようにしましょう。

・シュノーケリングは、使用上の注意

　を確認し、万が一に備え、救命胴衣

　を着用しましょう。

・悪天候での無理な遊泳はやめましょ

　う。

問　下田海上保安部交通課

　　　　　　　　　　　   ☎23－0145

　平成30～31年度にエコクリーンセン

ター東河の大規模改修工事を実施して

います。この間、通常２炉での焼却を１

炉ずつの交代運転とし、他市町に焼却

を依頼しますので、ごみの減量につい

て一層のご協力をお願いします。

　　　　  【ごみの量実績】

　前年同月と比較して、約13トン減量

しています。引き続き、ごみの減量に

ご協力をお願いいたします。

問　町民生活課窓口係　  ☎34－1932

　10月１日を調査期日として、住宅・土

地統計調査が全国一斉に実施されます。

　この調査は、住生活に関する重要な

調査で、調査活動期間は９月上旬から

10月下旬です。調査期間中は統計調査

員が調査書類を配布し、聞き取り調査

などのために調査区内の世帯を訪問し

ます。調査へはインターネットまたは

紙の調査票で回答をしてください。　

問　企画調整課  　　　　 ☎34－1924

試　　験　11月４日 (日)

試験種類　甲種・乙種全類・丙種

申請期間

　電子申請　8月24日(金)～9月3日(月)

　書面申請　8月27日(月)～9月6日(木)

受験場所　下田市他５会場

問　下田消防本部予防課
　　　　　　　  　　　　 ☎22－1849

 　　http://www.shoubo-shiken.or.jp/

古着等回収ボックスもご利用ください。
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８月21日(火)は

県民の日！

　河津町食生活推進協議会の皆さんを

講師に「みんなで食べられる介護食」

について学びます。

日　時　８月22日 (水)

　　　　10時30分～13時

場　所　保健福祉センター２階

　　　　調理実習室

持ち物　エプロン、三角巾、筆記用具

負担金　500円

問　サンシニア河津　　  ☎32－3203

　県内でも厳しい生活状況の中、職を

失くしたなどの理由により、食に困る

人が急増しています。多種多様な食品

が必要となります。食料を持ち込むと

いう簡単で気軽にできるボランティア

です。ご協力をお願いします。

期　間　８月１日 (水) ～８月31日 (金)

方　法　役場保健福祉センターにある

　　　　食料回収BOXに入れてくださ

　　　　い。

食　料　①賞味期限が２カ月以上のもの

　　　　②賞味期限が明記されている

　　　　　もの

　　　　③未開封のもの

　　　　④破損で中身が出ていないもの

　　　　⑤お米は常識の範囲内で古く

　　　　　ないもの (もち米以外)

　水や酒類 (アルコールの入った飲料・

食品) の寄付はお断りしています。

問　NPO法人

　　フードバンクふじのくに

　　　　　　　　 ☎054－248－6177

　いじめや体罰、虐待などでお困りの

人、気軽にお電話ください。

期　間　８月29日 (水) ～９月４日 (火)

時　間　８時30分～19時

　　　　土日は10時～17時

電　話　☎0120－007－110

問　静岡地方法務局　人権擁護課

　　　　　　　　 ☎054－254－3555

（６月１日～30日届出）

戸籍だより

相　談

暮らしの情報

ひとの動き

人口と世帯
（７月１日現在）

人　口

（男）

（女）

世帯数

7,338 人　　前月比（－８)

3,563 人

3,775 人

3,341 世帯　前月比（０）

※このコーナーに掲載を望まない場合は

　お申し出ください。

日本年金機構出張相談

介護の相談窓口

身近なこと生活相談へ

「子どもの人権110番」強化月間

第２回介護教室

フードドライブにご協力を

上級救命講習を開催

お知らせ

日時・場所

９月５日 (水)  10時～15時

保健福祉センター　ボランティア団体室

問　社会福祉協議会　 　 ☎34－1286

日時・場所

８月24日 (金)　東伊豆町役場 (要予約)

９月７日 (金)　下田市役所 (要予約)

９時30分～11時30分、13時～14時

電話予約をしてください。

問　東伊豆町役場健康づくり課

　　　　　 　　　  ☎0557－95－6304

　　下田市役所市民保健課 ☎22－3922

　介護でお困りの人、お気軽にご相談

ください。

日時・場所

毎月　第１・３土曜日　10時～15時

サンシニア河津　相談室

問　サンシニア河津　　  ☎32－3203

　下田消防本部では応急手当の普及啓

発のため、上級救命講習を開催します。

希望する人はお申し込みください。

※受講料は無料です。

日　時　９月２日 (日)　

　　　　８時30分～17時30分

場　所　下田消防署　西伊豆消防署

定　員　両会場とも20人 (先着順)

受　付　下田消防署および西伊豆消防署

　　　　８月18日 (土) ９時～８月25日 (土)

 　　　  17時15分

　詳細は下田地区消防組合ホームペー

ジをご覧ください。

問　下田消防署　　　　  ☎22－1804

　　西伊豆消防署　　　  ☎52－0119

１５ 2018.８　広報かわづ



　

い
よ
い
よ
夏
本
番
で
す
ね
。
７

月
の
海
開
き
の
日
に
今
井
浜
海
岸

へ
取
材
に
行
く
と
、
す
で
に
多
く

の
海
水
浴
客
が
海
で
泳
い
で
い
ま

し
た
。立
っ
て
い
る
だ
け
で
も
暑
く
、

絶
好
の
海
日
和
で
私
も
海
に
入
り

た
く
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
と
い
え
ば
、
夏
休
み
・
花

火
大
会
・
海
・
お
祭
り
な
ど
た
く

さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

カ
メ
ラ
に
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て

き
た
こ
の
夏
、
花
火
の
写
真
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
か
な
。
上
手

く
撮
れ
る
と
い
い
な
。

　

み
な
さ
ん
思
い
出
に
残
る
夏
休

み
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。 (

ｓ
）

■発行　河津町役場　〒413-0595 静岡県賀茂郡河津町田中 212-2 0558-34-1111　■編集　企画調整課　■印刷 ㈱栄協　 　

■河津町ホームページアドレス  http : //www.town .kawazu . sh i zuoka . j p/　■E メール i n f o@town .kawazu . sh i zuoka . j p

 「大北地区消防ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会」が７月１日、松川

村立松川小学校駐車場で開催されました。ポンプ車操法の部・小型ポ

ンプ操法の部・ラッパ吹奏の部それぞれが長期間にわたる訓練の成果

を発揮し、大北地域５市町村の消防団がその技を競い合いました。

　大会当日は暑い１日でしたが、大北５市町村の選手たちは、仲間や

家族からの声援を受け、素晴らしい技術と規律を披露していました。

大北地区消防ポンプ操法大会

た
め
、
こ
れ
か
ら
自
分
が
広
め
て
い
き

た
い
。
そ
し
て
町
内
で
一
緒
に
作
っ
て

く
れ
る
人
が
増
え
、
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
が

河
津
の
特
産
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
け

た
ら
嬉
し
い
」
と
力
強
く
意
気
込
み
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
吉
森
さ
ん
の
作
る
野
菜
は
、

主
に
茅
ヶ
崎
や
伊
東
・
河
津
の
イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
に
卸
し
て
い
ま
す
が
、

他
に
も
町
内
で
軽
ト
ラ
市
や
河
津
桜
観

光
交
流
館
で
販
売
す
る
な
ど
、
地
域
に

根
づ
い
た
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

お
仕
事
の
合
間
に
は
、
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
海
で
磯
遊
び
や
釣
り
を
し
た
り
、

山
で
鹿
の
角
を
探
し
た
り
河
津
の
自
然

を
満
喫
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

野
菜
の
栽
培
に
心
を
込
め
て

　

今
回
、
お
話
を
伺
っ
た
の
は
、
筏
場

の
畑
で
農
業
を
し
て
い
る
吉
森
太
洋
さ

ん
で
す
。
吉
森
さ
ん
は
田
舎
の
自
然
豊

か
な
土
地
で
農
業
を
や
り
た
い
と
思
い
、

茅
ヶ
崎
で
20
年
勤
め
て
い
た
電
気
屋
を

辞
め
、
奥
さ
ま
と
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

河
津
に
移
住
し
て
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
河
津
に
移
住
し
よ
う
と
思
っ
た
の

か
と
尋
ね
る
と
「
知
り
合
い
か
ら
知
り

合
い
へ
繋
が
り
、
縁
が
あ
っ
て
河
津
へ

と
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
吉
森
さ
ん
は
さ
ま
ざ

ま
な
作
物
を
作
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で

も
『
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
』
に
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。
プ
チ
ヴ
ェ
ー
ル
は
、
ケ
ー
ル

と
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
掛
け
合
わ
せ
て
で
き

た
栄
養
価
の
高
い
野
菜
で
す
。
「
プ
チ

ヴ
ェ
ー
ル
は
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い

農作業をする吉森さん

吉森 太洋 さん

　河津で農業を始め『BRASSICA  farm』

という名称で活躍している。BRASSICA

とはアブラナ属という意味で現在力を

入れているプチヴェールを指している。

梨本　43歳

よしもり　　たかひろ

　
　

【
取
材
】
磯
谷　

美
佐
さ
ん
（
民
間
広
報
協
力
員
）

姉妹都市 長野県白馬村通信

平成30年度　大北地区

消防ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会
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